
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

日本遺産「里沼」 魅力深め広まる６年目 

文化庁｢日本遺産｣認定から６年目(令和６年度)、これまでに積み重ね続けてきた活動により日本遺産｢里沼｣が地域の誇りとして更に定着。市内小・中学生を対象とした｢里沼｣認知度調査では、初の 90％超えとなった昨年を上回る 92.16％(前年比+0.31％) と記録を更新。また、学生を主役とした
事業も数多く展開されました。日本遺産「里沼」ブランドを活用した商品開発では、平地ならではの味わいが楽しめる「館林の里沼はちみつ」が誕生し、同商品を使用したデザートやドリンクの開発といった、「里沼」を介した事業者間でのマッチングも見られました。「里沼」地域プロデューサ
ーによって描かれた 3 つの沼エリアのイラストマップをクリアファイル化、残る“もてなし文化のエリア”のイラストマップも完成し、今後の周遊促進に向けた準備が整いつつあります。市内小中学校等での出前講座はもとより、夏休み期間を利用しての教員向けフィールドワークの実施や市外で
の PR 活動でも各分野のプレーヤーを帯同して「里沼」の資源を用いたワークショップを開催。多くの方にその魅力を体感いただきました。地域外からも、アーティストを「里沼」に招いて滞在中に作品を製作いただくアートワーケーション企画などが持ち込まれ実施されたほか、“実りの沼”・
多々良沼を舞台に制作された短編映画が群馬県主催のコンペティションで最優秀賞を受賞。今後も「里沼」の魅力を更に深掘りし地域の皆様に浸透を図りながら、地域外に向けても活発な発信を行ってまいります。 【館林市｢日本遺産｣推進協議会(館林市教育委員会文化振興課日本遺産推進係)】 
 

[2024.5.20→2025.5.20] 


